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１．当四半期決算に関する定性的情報 

（１）連結経営成績に関する説明 
当第 2四半期累計期間におけるわが国経済は、個人消費に持ち直しの動きがあるものの、円高や新

興国経済の減速により輸出・生産は伸び悩み、企業収益・設備投資が横ばいとなるなど、景気は足踏
みが続いております。欧州経済は横ばい、米国経済は徐々に回復、新興国は総じて減速基調にありま
す。中国経済減速による影響、原油・資源価格動向、地政学上のリスクに加え、英国の EU 離脱問題
もあり、下振れ懸念が強まっております。 
 
私どもの業界は、日本では、復旧復興・防災減災・インフラ老朽化対策・民間建設投資等により基

調は概ね堅調に推移しております。海外では、欧州が増加したものの、北米・中東は原油価格の影響
を受け減少、東南アジアは経済減速の影響を受け減少、全体として需要は減少しました。 

 
日本向け売上高は、建設用クレーン・車両搭載型クレーンが減少、高所作業車が増加し、497 億 5

千 5 百万円（前年同期比 97.8％）となりました。海外向け売上高は、プラント・インフラ関連需要の
取り込みに加え、新モデルの投入・新規顧客の開拓に注力したものの、需要減少基調のなか、411 億 5
千 8 百万円（前年同期比 77.2％）となりました。この結果、総売上高は 909 億 1 千 4百万円（前年同
期比 87.3％）となりました。なお、海外売上高比率は 45.3％となりました。 
売上減少や為替影響等により、営業利益は 100 億 9 千 4 百万円（前年同期比 62.4％）、経常利益は

100 億 2 千 4百万円（前年同期比 62.7％）となりました。親会社株主に帰属する四半期純利益は、69
億 7 千 3百万円（前年同期比 65.0％）となりました。 

 
セグメント別の状況は次のとおりです。なお、セグメント別とは、当社及び連結対象子会社の所在地
別の売上高・営業利益であり、仕向地別売上高とは異なります。 

１）日本 
日本向けは、建設用クレーン・車両搭載型クレーンが減少、高所作業車の売上が増加。一方、

海外向けが減少し、売上高は 688 億 5 千万円（前年同期比 81.7％）、営業利益は 84億 1千 5 百万
円（前年同期比 54.9％）となりました。 
 

２）欧州 
欧州域内・欧州域外ともに建設用クレーン売上は横ばいとなり、売上高は 204 億 3 千 3百万円

（前年同期比 100.9％）、営業利益は 6億 3千万円（前年同期比 156.4％）となりました。 

 

３）米州 
建設用クレーン需要が減少基調のなか、新規顧客の開拓など拡販に注力したものの、売上高は

127 億 3 千 3 百万円（前年同期比 62.8％）、営業利益は 1億 6 千 4 百万円（前年同期比 10.7％）
となりました。 

 

４）その他 
建設用クレーン需要が減少するなか、拡販に注力し、売上高は 79 億 8 千 7 百万円（前年同期

比 97.3％）、営業利益は 2億 6千万円（前年同期比 106.8％）となりました。 
 

 

主要品目別の状況は次のとおりです。 

１）建設用クレーン 
日本向け売上は、新排出ガス規制対応機種への生産移行の影響を受け、需要が減少するなか、

拡販に注力したものの、224 億 2千 9 百万円（前年同期比 90.1％）となりました。 
海外向け売上は、プラント・インフラ関連需要の取り込みに加え、新モデルの投入・新規顧客

の開拓に注力したものの、需要減少基調のなか、349 億 3 千 9 百万円（前年同期比 75.3％）とな
りました。 
この結果、建設用クレーンの売上高は 573 億 6千 9 百万円（前年同期比 80.5％）となりました。 
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２）車両搭載型クレーン 
日本向け売上は、需要が減少するなか、拡販に注力し、88 億 8 千 6百万円（前年同期比 95.8％）

となりました。 
海外向け売上は、新興国向けの販売に注力し、6 億 4 千 8 百万円（前年同期比 95.5％）となり

ました。 
この結果、車両搭載型クレーンの売上高は 95億 3 千 4 百万円（前年同期比 95.8％）となりまし

た。 
 

３）高所作業車 
インフラ点検用途のニーズを背景に好調なレンタル業界に加え、電力電工業界の設備投資もあ

り、高所作業車の売上高は 108 億 3 千 1百万円（前年同期比 123.1％）となりました。 
 

４）その他 
部品、修理、中古車等のその他の売上高は 131 億 7 千 8百万円（前年同期比 93.2％）となりま

した。 
 
 

（２）連結財政状態に関する説明 
資産、負債及び純資産の状況に関する分析 

（資産の状況） 
総資産は、前連結会計年度末に比べ 66 億 2 千 5 百万円減少の 2,287 億 7 千 5 百万円となりまし

た。主な要因は、たな卸資産の増加 52億 6 千 5百万円があったものの、現金及び預金の減少 68億
1 千 9 百万円、受取手形及び売掛金の減少 29 億 4 千 2 百万円や有形固定資産の減少 10 億円 7 千 5
百万円があったことによるものです。 
 

（負債の状況） 
負債は、前連結会計年度末に比べ 73 億 4 千 1 百万円減少の 932 億 6 千 1 百万円となりました。

主な要因は、支払手形及び買掛金の減少 35 億 8千 2 百万円や未払法人税等の減少 28 億 4千 4 百万
円があったことによるものです。 

 

（純資産の状況） 
純資産は、前連結会計年度末に比べ7億1千6百万円増加の1,355億 1千3百万円となりました。

主な要因は、為替換算調整勘定の減少 45億 6千 4 百万円があったものの、利益剰余金の増加 53億
2 千 7 百万円があったことによるものです。 

 
キャッシュ・フローの状況に関する分析 

当第 2四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という）の残高は、前連
結会計年度末に比べ 68億 3 千 4百万円減少の 662 億 8 千 5 百万円となりました。 
 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 
営業活動によって使用された資金は、45億 8 千万円となりました。主な要因は、増加要因として

税金等調整前四半期純利益の計上 99億 6千 6百万円や減価償却費の計上 15億 1千 7百万円があっ
たものの、減少要因としてたな卸資産の増加 99億 3 千 9百万円、法人税等の支払 56 億 1千 5 百万
円や仕入債務の減少 14億 4 千 3百万円があったことによるものです。 

 
 （投資活動によるキャッシュ・フロー） 

投資活動によって使用された資金は、15億 8 百万円となりました。主な要因は、有形固定資産の
取得 13億 7 千 3百万円があったことによるものです。 

 
 （財務活動によるキャッシュ・フロー） 

財務活動によって得られた資金は、9 億 8 千 3 百万円となりました。主な要因は、減少要因とし
て配当金の支払額 16億 9 千 6 百万円があったものの、増加要因として短期借入金の純増 28 億 1千
5 百万円があったことによるものです。 
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（３）連結業績予想に関する説明 
年度後半の需要は、日本では堅調に推移すると見込んでおります。海外では新興国経済の減速や

原油・資源価格の低迷により、期初の想定よりも減少する傾向にあります。 

このような経営環境のなか、平成 28 年 4 月 28 日発表の通期業績予想を次のとおり変更すること

としました。 

平成 29年 3 月期通期連結業績予想値の修正（平成 28 年 4月 1 日～平成 29 年 3 月 31 日） 

 売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属する

当期純利益 

1 株当たり当期

純利益 

 

前回発表予想（Ａ） 

百万円 

190,000 

百万円 

20,000 

百万円 

19,500 

百万円 

13,500 

円銭 

106.62 

今回発表予想（Ｂ）       180,000 18,000 18,000 11,500 90.81 

増減額（Ｂ－Ａ） △10,000 △2,000 △1,500 △2,000 ――― 

増減率（％） △5.3% △10.0% △7.7% △14.8% ――― 

（ご参考）前期実績 

（平成 28年 3 月期） 
209,426 31,062 30,680 19,621 154.93 

なお、10月以降の前提レートを 105 円/ドル、115 円/ユーロを前提としております。 

上記の予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであります。

実際の業績は、今後様々な要因によって予想数値と異なる結果となる可能性があります。 
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２．サマリー情報（注記事項）に関する事項 

（１） 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 
該当事項はありません。 
 

（２） 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 
該当事項はありません。 
 

（３） 会計方針の変更･会計上の見積りの変更･修正再表示 
該当事項はありません。 
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成28年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 73,618 66,798

受取手形及び売掛金 51,143 48,201

商品及び製品 24,404 27,062

仕掛品 18,118 19,284

原材料及び貯蔵品 10,499 11,940

繰延税金資産 4,217 3,798

その他 3,626 3,297

貸倒引当金 △144 △131

流動資産合計 185,483 180,253

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 11,819 12,247

機械装置及び運搬具（純額） 2,909 2,781

土地 20,176 20,013

リース資産（純額） 534 548

建設仮勘定 1,473 473

その他（純額） 2,067 1,842

有形固定資産合計 38,982 37,906

無形固定資産 1,187 1,008

投資その他の資産

投資有価証券 5,407 5,340

繰延税金資産 2,677 2,648

その他 2,513 2,397

貸倒引当金 △851 △779

投資その他の資産合計 9,747 9,606

固定資産合計 49,917 48,522

資産合計 235,400 228,775
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成28年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 35,845 32,262

短期借入金 16,210 16,654

リース債務 233 230

未払法人税等 5,523 2,679

引当金 1,756 1,562

未払金 5,014 4,383

割賦利益繰延 207 112

その他 5,239 4,939

流動負債合計 70,028 62,824

固定負債

社債 10,000 10,000

長期借入金 10,023 10,020

リース債務 402 396

繰延税金負債 166 163

再評価に係る繰延税金負債 2,109 2,109

退職給付に係る負債 7,322 7,167

その他 550 579

固定負債合計 30,575 30,436

負債合計 100,603 93,261

純資産の部

株主資本

資本金 13,021 13,021

資本剰余金 16,850 16,855

利益剰余金 105,960 111,287

自己株式 △2,642 △2,636

株主資本合計 133,190 138,528

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 850 803

土地再評価差額金 1,228 1,228

為替換算調整勘定 △112 △4,676

退職給付に係る調整累計額 △942 △868

その他の包括利益累計額合計 1,024 △3,514

非支配株主持分 582 499

純資産合計 134,796 135,513

負債純資産合計 235,400 228,775
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

売上高 104,189 90,914

売上原価 72,533 65,282

割賦販売利益繰延前売上総利益 31,655 25,631

割賦販売未実現利益戻入額 91 154

割賦販売未実現利益繰入額 201 60

売上総利益 31,545 25,726

販売費及び一般管理費 15,358 15,631

営業利益 16,187 10,094

営業外収益

受取利息 89 84

割賦販売受取利息 2 0

受取配当金 78 70

その他 68 153

営業外収益合計 239 309

営業外費用

支払利息 221 222

為替差損 169 127

その他 51 28

営業外費用合計 443 379

経常利益 15,983 10,024

特別利益

固定資産売却益 1 1

特別利益合計 1 1

特別損失

固定資産除売却損 13 58

関係会社清算損 12 -

特別損失合計 25 58

税金等調整前四半期純利益 15,959 9,966

法人税、住民税及び事業税 5,669 2,595

法人税等調整額 △465 362

法人税等合計 5,203 2,957

四半期純利益 10,755 7,008

非支配株主に帰属する四半期純利益 30 35

親会社株主に帰属する四半期純利益 10,724 6,973
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四半期連結包括利益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

四半期純利益 10,755 7,008

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △227 △46

為替換算調整勘定 △892 △4,632

退職給付に係る調整額 63 73

その他の包括利益合計 △1,057 △4,606

四半期包括利益 9,698 2,402

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 9,662 2,435

非支配株主に係る四半期包括利益 35 △33
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 15,959 9,966

減価償却費 1,315 1,517

貸倒引当金の増減額（△は減少） △27 △5

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 47 70

割賦利益繰延の増減額（△は減少） 110 △94

受取利息及び受取配当金 △168 △154

割賦販売受取利息 △2 △0

支払利息 221 222

為替差損益（△は益） 13 △189

固定資産除売却損益（△は益） 11 57

売上債権の増減額（△は増加） 688 1,175

たな卸資産の増減額（△は増加） △2,957 △9,939

仕入債務の増減額（△は減少） 2,135 △1,443

その他 1,661 △68

小計 19,008 1,114

利息及び配当金の受取額 168 155

割賦販売受取利息の受取額 1 0

利息の支払額 △217 △235

法人税等の支払額 △7,147 △5,615

営業活動によるキャッシュ・フロー 11,814 △4,580

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の増減額（△は増加） △300 △45

有形固定資産の取得による支出 △1,031 △1,373

有形固定資産の売却による収入 20 32

関係会社株式の取得による支出 △15 -

その他 △78 △121

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,405 △1,508

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 332 2,815

長期借入金の返済による支出 - △5

自己株式の取得による支出 △34 △0

自己株式の処分による収入 1 10

配当金の支払額 △1,519 △1,646

非支配株主への配当金の支払額 △38 △49

その他 △137 △139

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,396 983

現金及び現金同等物に係る換算差額 43 △1,728

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 9,055 △6,834

現金及び現金同等物の期首残高 61,262 73,120

現金及び現金同等物の四半期末残高 70,317 66,285
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（４）継続企業の前提に関する注記 

該当事項はありません。 
 

（５）セグメント情報等 

  (セグメント情報) 

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間（自 平成 27 年 4月 1 日 至 平成 27 年 9月 30 日） 
 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

（単位：百万円） 

 報告セグメント 

その他 

(注)1 
合 計 

調 整 額 

(注)2 

四半期連結

損益計算書

計上額 

(注)3 
日 本 欧 州 米 州 計 

売 上 高  

外 部 顧 客 へ の 売 上 高 

セグメント間の内部売上高又は振替高 

 

62,616 

21,626 

 

13,377 

6,882 

 

20,150 

130 

 

96,144 

28,638 

 

8,045 

160 

 

104,189 

28,799 

 

－ 

△28,799 

 

104,189 

－ 

計 84,242 20,259 20,280 124,782 8,205 132,988 △28,799 104,189 

セ グ メ ン ト 利 益  15,327 403 1,531 17,261 243 17,505 △1,317 16,187 

（注）1. 「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、アジア及びオセアニア等の現地法人の事

業活動を含んでおります。 

   2. セグメント利益の調整額には、主なものとして、セグメント間未実現利益調整額△1,329 百万円が含まれております。 

3. セグメント利益は四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 
 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

（固定資産に係る重要な減損損失） 

  該当事項はありません。 

（のれんの金額の重要な変動） 

  重要な変動はありません。 

（重要な負ののれん発生益） 

該当事項はありません。 
 

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間（自 平成 28 年 4月 1 日 至 平成 28 年 9月 30 日） 
 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

（単位：百万円） 

 報告セグメント 

その他 

(注)1 
合 計 

調 整 額 

(注)2 

四半期連結

損益計算書

計上額 

(注)3 
日 本 欧 州 米 州 計 

売 上 高  

外 部 顧 客 へ の 売 上 高 

セグメント間の内部売上高又は振替高 

 

57,676 

11,174 

 

12,761 

7,672 

 

12,697 

36 

 

83,134 

18,882 

 

7,779 

207 

 

90,914 

19,090 

 

－ 

△19,090 

 

90,914 

－ 

計 68,850 20,433 12,733 102,017 7,987 110,004 △19,090 90,914 

セ グ メ ン ト 利 益 8,415 630 164 9,210 260 9,471 623 10,094 

（注）1. 「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、アジア及びオセアニア等の現地法人の事

業活動を含んでおります。 

   2. セグメント利益の調整額には、主なものとして、セグメント間未実現利益調整額 608 百万円が含まれております。 

3. セグメント利益は四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 
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２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

（固定資産に係る重要な減損損失） 

  該当事項はありません。 

（のれんの金額の重要な変動） 

  重要な変動はありません。 

（重要な負ののれん発生益） 

該当事項はありません。 

 

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 

該当事項はありません。 
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